
　　　　日本、韓国、そして世界の憂慮する市民は 

　　　　　　　ウクライナ戦争即時停戦をよびかける 

　　　　　　　　　　　　　　２０２２年５月 

 

　ロシア軍の侵攻によりウクライナ戦争がはじまってからすでに２か月がすぎた。ロシア軍

は、現在ドンバス東部に兵力を集中させている。イスタンブールでの停戦会談ではウクライ

ナの停戦の条件が示され、楽観的な空気があらわれた。ところが、キエフ近郊の町ブチャ

での市民の遺体が発見されるや、ロシア軍の戦争犯罪を非難する声が上がり、ウクライナ

軍は怒りに燃えて、さらなる戦闘に向かっている。米国をはじめとする支援国グループは

競って、大型兵器、新鋭兵器をますます大量にウクライナに送り込んでおり、米国の統合参

謀本部議長ミリー将軍はウクライナ戦争は数年つづくだろうと言い始めた。 

　一部の国々はこの戦争をウクライナの勝利まで、プーチン政府が降伏するまで続けること

を願っているようだ。しかし、戦争が続けばつづくほど、ウクライナ人、ロシア人の生命がう

ばわれ、ウクライナ、ロシアの将来に回復不能な深い傷をあたえることになる。 

それだけではない。多くの国がロシアに制裁を加え、ウクライナに武器の援助を増大させ

つづければ、戦争がウクライナの外に拡大し、エスカレートし、ヨーロッパと世界の危機を招

来する。核戦争の可能性が現実のものになり、制裁の影響はアフリカの最貧国において世

界的規模の飢餓をひきおこしかねない。 

　戦争がおこれば、戦場を限定し、すみやかに停戦させて、停戦交渉を真剣にさせることが

平和回復のための鉄則である。われわれはあらためて、ロシア軍とウクライナ軍は現在地

で戦闘行動を停止し、真剣に停戦会談を進めるように呼び掛けたい。国連のグテーレス事

務総長が、ロシアとウクライナの大統領を相次いで訪ね停戦を働きかけた。国連はさらに

停戦のための真剣な努力を継続してほしい。３月以来、トルコが停戦会談の仲介者として

敬服に値する努力を果たしている。ヨーロッパの戦争の決定的な現段階においては、アジ

ア、アフリカの諸国も行動をおこすべきだ。中国やインド、南ア連邦などの中立的大国、イン

ドネシア、ベトナムなどアセアン諸国が戦闘停止を両軍に呼びかけ、停戦交渉を仲介する

のに参加してくれることを願ってやまない。 

　これ以上戦争を続けることは許されない。プーチン大統領のロシア政府とゼレンスキー大

統領のウクライナ政府は即時停戦する意思を世界の人々の前に明らかにし、停戦会談を

まとめあげ、実際に停戦に向かうようにお願いする。　 

　世界中の人々がそれぞれの場で、それぞれの仕方で、それぞれの能力に応じて、「即時

停戦を」の声をあげ、行動をおこすべきときである。 

　もっとも大切な価値は命である。ウクライナにおいて、これ以上、人間を殺すな、人間は殺

されるな、と私たちは訴える。 
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